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ど
 

羅

進
む
全
員
加
入
運
動
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年
金
 

C
 

綴
つ
て
保
存
し
ま
し
よ
う
 

e
 

市
保
険
課
で
、
よ
び
か
け
て

い
る
国
民
年
金
の
全
員
加
入
運

動
は
、
そ
の
後
ま
す
ま
す
盛
り

あ
が
つ
て
、
九
月
十
七
日
現
在

で
、
二
十
七
部
落
が
全
員
加
入

を
実
現
し
、
こ
れ
ま
で
に
八
六

三
人
の
未
加
入
者
が
あ
ら
た
に

加
入
し
ま
し
た
。
 

な
か
で
も
梅
沢
地
区
は
、
五

所
川
原
市
は
じ
め
て
の
地
区
全

員
加
入
を
実
現
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
全
国
的
に
見
て
も
 

母 子像 柳町に 移転 

ま
つ
た
く
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

非
常
に
賞
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
八
月
三
十
一
日
現
在

で
昨
年
に
比
較
す
る
と
、
適
用

率
で
は
、
昨
年
八
九

・
三
％
に

た
い
し
て
、
今
年
は
九
五
％
、
 

検
認
率
で
は
、
昨
年
三
七
％
に

た
い
し
て
、
今
年
は
七
〇
％
と

い
う
す
ぱ
ら
し

い
実
績
を
あ
げ

て
お
り
、
保
険
課
で
は
、
こ
の

成
果
に
た
い
し
て
心
か
ら
感
謝

し
て
お
り
ま
す
が
、
各
地
区
の
 

一
 

国
民
年
金
納
入
組
織
の
幹
部
の

方
が
、
引
き
つ
づ
き
、
ご
奮
斗

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
 

全
員
加
入
部
落
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。
 

〇
梅
沢
地
区
…
上
梅
田
、
下

梅
田
、
中
泉
 

〇
七
和
地
区
；
持
子
沢
、
羽

野
木
沢
 

〇
長
橋
地
区
…
豊
成
、
松
野

木
、
神
山
 

〇
三
好
地
区
…
高
瀬
 

〇
五
所
山
原
地
区
…
小
曲

〇
松
島
地
区
…
漆
川
、
唐
笠

柳
，米
田
、悪
戸
、
富
桝
、
末
広

〇
…
中
川
地
区
…
種
井
、
田

川
、
中
泊
 

〇
栄
地
区
…
姥
落
、
広
田
、
 

七
ッ
舘
、
湊
、
三
ッ
谷
、
猫
淵

〇
飯
詰
地
区
…
下
岩
崎
、
伝

助
町
 

第
 

一
 

秋
の
青
森
県
赤
ち
や
ん

コ
ソ

テ
ス
ト
、
第

一
次
審
査
会
を
お

こ
な
い
ま
す
。
 

参
加
者
は
、
つ
ぎ
に
よ
り
審

査
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
資
格
…
昭
和
3
8年
9
月
ー
 

日
ー
昭
和
3
9年
2
月
2
9日
ま
で

に
生
ま
れ
た
赤
ち
や
ん
 

◇
日
時
と
審
査
区
域
 

9
月
3
0日
午
後

ー
1
3
時

…
三
 

簡
保
百
万
円
引
上
げ

新
加
入
運
動
 

郵
政
省
で
は
、
九
月
か
ら
十

二
月
に
か
け
て
、
国
民
生
活
の

安
定
と
長
期
資
金
の
蓄
積
を
は

か
る
た
め
、
大
蔵
省
、
自
治
省

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
の
協
賛

の
も
と
に
、
簡
易
保
険
一
〇
〇

万
円
引
き
あ
げ
記
念
新
加
入
運

動
を
お
こ
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

最
近
の
経
済
情
勢
、
不
時
の

災
害
、
交
通
事
故
等
に
備
え
て

一
〇
〇
万
円
程
度
の
保
障
は
必

要
で
す
。
 

こ
の
積
立
金
は
、
地
方
公
共

団
体
に
低
利
資
金
と
し
て
還
元

さ
れ
、
当
市
の
開
発
振
興
に
大

変
役
立
つ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
一
〇
〇

万
円
の
保
障
を
獲
得
し
て
お
き

ま
し
よ
う
。
 

次
 
審
 
査
 

会
 

好
、
長
橋
、
梅
沢
、
七
和
、
飯

詰
，
松
島
、
毘
沙
門
、
長
富
 

1
0月
ー
日
午
後

ー
1
3
時
…
旧

市
内
、
小
曲
、
栄
、
中
川

◇
場
所

…
五
所
川
原
保
健
所

⑥
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
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発
珠
は
晴
れ
て
明
る
い
ひ
か
り
 

労
は
む
く
わ
れ
み
ご
と
に
育
ち
 

に
ざ
る
掌
か
ら
は
稲
株
あ
ふ
れ
 

汗
は
ゆ
た
か
な
稔
り
を
み
せ
る
 

秋
の
陽
ざ
し
を
背
中
に
あ
び
て
 

ぐ
つ
と
手
首
に
力
を
こ
め
れ
ァ
 

ザ
ク
ザ
ク
と
鎌
音
さ
え
て
 

唄
も
か
る
や
か
心
も
は
ず
む
 

畦
の
か
か
し
は
仕
事
を
終
え
て
 

空
で
は
ト
ン
ポ
が
宙
が
え
り
 

か
わ
す
目
と
目
が
か
が
や
き
あ
つ
て
 

夢
も
ひ
ろ
び
ろ
津
軽
の
野
づ
ら
 

 

（青森県） 五 所 川 原 市 広 報 

大町ロータリーに

建てられていた、平

和のシンポル「母子

像」は、交通難緩和

のためロータリーが

撤去されるので、柳

町の遊園地に移転さ

れました。 

この母子像は、昭

和32年12年平和博を

記念してロータリー 

に建てられたもので、 
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実 施 日 程 	（10月 5日～21日） 

5日系所川冒緩 市役所前 相時～ 2時 

中
三
 
毘
長
 
栄
梅
 
七

長
 

6日豊 艦長 支 ,, 前 l0勲欝 

7日貫沙議長 棄轟需 10勲欝 

8日議 沢緩 支雪前 鷺魂臓 

9日妻 署緩 支雪前 鷺魂臓 

12日 松 島地区 支所前 10時～12時 

13日 飯 詰地区 支所前 10時～12時 

(b
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口
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舶
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21日各畿夏もの 市役所前 10時～ 2時 

昭和 39 年 9 月 25 日 
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完
納

者
 

二
八
三
二
人
を
表
彰
 

ス
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昭
和
三
十
八
年
度

の
納
税
表

彰
式
は
、
九
月
十
七

日
市
民
文

化
会
館
に
い
つ
ば

い
の
表
彰
者

を
あ
つ
め
て
お
こ
な
わ
れ

た
。
 

開
会
に
ひ
き
つ
づ
い

て
、
完

納
者
二
八
三
二
人
、

憂
良
納
税
 

納
税
音
頭
 

神
山
の
斎
藤
さ
ん
作
詞
 

神
山
納
税
組
合

の
斎
藤
由
雄

さ
ん
は
、
納
税
思
想
を
高
め
る

た
め
の

一
助
と
な
れ
ば

と
、
自

分
が
作
ら
れ
た

「
納
税
音

頭
」
 

の
歌
詞
を
よ
せ

て
き
た
。
 

納
 
税
 
音
 
頭
 

ハ
 ア
ー
 

揃
つ
た
ノ
‘
、よ
 
ソ
レ

税
を
済
ま
し
た
顔
揃
う

意
気
な
姿
で
輪
に
な
つ

て

明
る
い
町
喫

ゾ
レ
サ
ツ
サ

ー
 

納
税
音
頭
で
手
を

つ
な
ご
う

み
ん
な
で
完
納
 
サ
テ

ホ
ラ
ド
ツ
コ
イ
 
ポ
ン
ト

ネ

ハ
ア
ー
 

実
つ
た
，く
よ
 

ソ
レ

幸
せ
い
つ
ぱ
い
吹

く
里
に

ほ
ほ
え
む
顔
で
税
は
済
む

手
拍
子
軽
く
ソ
レ

サ
ツ
サ

ー
 

納
税
音
頭
で

夜
を
明
か
そ
う

み
ん
な
で
完
納
 
サ

テ

ホ
ラ
ド
ツ
コ
イ
 
ポ
ン
ト

ネ
 
 

組
合
八

二
、
準
優
良
納
税
組
合

一
二
、
納
税
功
労
者

一
一
人
に

市
長
ょ
り
表
彰
状
と

記
念
品
が

お
く
ら
れ

た
あ
と
、
市
長
の
あ

い
さ
つ
、
来
へ
ん
の

祝
辞
が
あ

り
、
表
彰
者
を
代
表
し
て
高
橋
 

馨

（
毘
沙
門
）
が
 

「
当
然
の

義
務
を

は
た
し
た
こ
と
に

対
し

て
、
こ
の
よ

う
に
表
彰
さ
れ
、
 

ま
た
記
念
品

を
頂

載
し
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
す
」
 

と
お
礼

の
こ
と
ば

が
あ
り
式

を
と
じ

た
。
 

式
終
了
後
、
野

呂
義
昭
、

高
橋
つ
 

‘
や
、
山
内

タ
ッ
子

等
の
津

軽
民
謡
が

披
露
さ
れ

た
。
 

写
真
納
税
表
彰
式
 

ハ
ア
ー
 

競

つ
た

ノ
く
、
よ
 
ソ
レ
 

老
い
も
若
き
も
踊
ら

ん
せ
 

お
ら
が
郷
に

は
未
納
な
し
 

安
住
の
波
紋
ソ
レ

サ
ツ
サ
ー
 

納
税
音
頭
で
広
げ
ょ
う
 

み
ん
な
で
完
納
 
サ
テ
 

ホ
ラ
ド

ツ
コ
イ
 
ポ
ン

ト
ネ
 

ス
ポ

ー
ツ

の
日
 

十
月
三
日
 
（
土
）
 は
ス
ポ

ー
 

ツ
の
日
で
す
。
 こ
の
日
は
、
昭

和
三
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
「
 

ス
ポ

ー
ッ
振
興
法

」
に
よ
つ
て

毎
年
十
月
の
第
一
土
曜
日
と
規

定
さ
れ

て
い
て
、
今
年

は
第
四

回
目
の
ス
ポ
ー
ツ

の
日
に
あ
た

り
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
国
民

の
間
に
広

く
ス
ポ

ー
ッ
に

つ
い
て
の
理
解

と
関
心
と
深
め

る
と
と
も
に
積

極
的
に
ス
ポ
ー
ッ

を
す
る
意
欲

を
高
め

る
た
め
に
設
け
ら

れ
た

も
の
で

す
。
 こ
の
日
に
、
み
ん

な
が
進
ん
で
家
庭
や
職

場
で

ス

ポ
ー
ッ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
 
 

【
」
 
！
 

私
た
ち
は
 

。
」
汁5
 

わ
か
い
と
き
 

「
食
べ
て
す

ぐ
寝
る
と
牛
に
な
る

」
と
い

つ
て
教
え
ら
れ
て
き
た

が
、
 

こ
れ
は
礼
儀
作
法
の
一
条
で

医
学
的
意
味

は
ま
つ
た
く
な

い
こ
と
を
近
頃
と
く
に
感
じ

ま
す
。
胃
下
垂

症
や
胃
弱
の

人
は
食
後
寝
る
こ
と
を
す
す

め
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
胃
の
働
き
が
悪

い
た
め
に
食
べ
た

物
が
い

つ

ま
で

t
胃
に
た

ま
る
の
を

防

ぐ
た
め
で
す
。

胃
の
弱
い
人

で
な
く
と
も
食

後
安
静
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

満
腹
に
な
れ

ば
ね
む
く
な

る
の
は
、
血
液
が
胃
腸
に
集

ま
つ
て
く
る
た
与
で
、
横
に
 

犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注

射
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

あ
な
た

の
か
わ
い
い
犬
が

登

録
を
申
請
し

て
い
な
か

つ
た
り

予
防
注
射

を
う
け
な
か

つ
た
と

き
は
、
県
が
指
定
し

た
捕
獲
人

に
捕
え
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 
 

な
つ
て
胃
腸
以
外

の
無
駄
な

エ
ネ
ル
ギ

ー
の
消
耗
を

な
く

す
れ
ば
、
消
化
活
動

は
盛
ん

に
な
り
ま
す
。
 

最
近
、

勤
務

の
人
が
昼
食

後
す
ぐ

ス
ポ
ー
ッ
を
す
る
人

達
が
多
く
な
つ
た

が
、

こ
れ

は
健
康
的
で
あ
り
ま
せ
ん
。
 

食
事

は
ゆ

つ
く
り
と
り
、
 

ゆ
つ
く
り
休

み
、
運
動
は
終

業
後
お

こ
な
う
よ

う
す
す
め

ま
す
。
 

ま
た
、
睡
眠
中

に
胃
腸
の

働
き
も
に
ぶ
つ
て
く
る

の
で

消
化
も
悪
く
な

つ
て
お
り
ま

す
の
で
、
夜
ね
る
前

に
満
腹

に
す
る
の
は
好
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

少
く
と
も

睡
眠
一

時
問
前

に
食
事
を
す
る
よ
う

心
が
け
よ
う
。
 

△
登
録
料
金

（
年
一
回
）

・
・
・

三
〇
〇
円
 

△
予
防
注
射

料
金
（
年
二
回
 

）
ー
指
定
し

た
期
日
、

場
所
で

う
け
た
と
き
は

二
三
〇
円
。
 

そ
の
他
の
場
所
で

は
三
〇
〇
円

△
申
請
者
は

印
か
ん
を
ご

持

参
ね
が
い
ま
す
。
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食
事
後

は
休

養

を
 

西
北
中
央
病
院
薬

局
 

薬
局
長
 

原
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犬
 
の
 
登
録
 
と
 

狂
犬

病
 
の
 
予
防

注
射
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